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とちぎの愛される果実になるように・・・とちぎの愛される果実になるように・・・

とちあいか誕生♡とちあいか誕生♡とちあいか誕生♡

JAはが野から旬のいちごのプレゼントJAはが野から旬のいちごのプレゼント
　町内の小中学校に１月15日、18日、JAはが野およびJAはが野　町内の小中学校に１月15日、18日、JAはが野およびJAはが野
いちご部会から、旬のいちごが贈られました。いちご部会から、旬のいちごが贈られました。
　この事業は、地域の特産品を、より身近に感じてもらい、農業へ　この事業は、地域の特産品を、より身近に感じてもらい、農業へ
の理解促進を図るために芳賀郡の小中学校で実施されています。の理解促進を図るために芳賀郡の小中学校で実施されています。
　子どもたちは、給食のデザートとして提供された大粒のいちご　子どもたちは、給食のデザートとして提供された大粒のいちご
を、嬉しそうに頬張っていました。を、嬉しそうに頬張っていました。
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20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
は
、
確
定

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
２
年
中
に
収
入
が
無
く
て
も
住

民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
は
、
次
の
方

で
す
。

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

・
所
得
証
明
等
を
必
要
と
さ
れ
る
方

※
税
務
署
で
申
告
さ
れ
た
方
、会
社
で
年

末
調
整
を
さ
れ
た
方
は
、改
め
て
住
民

税
を
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
月
16
日
（
火
）
～
３
月
15
日
（
月
）

　
町
で
は
確
定
申
告
の
期
間
に
合
わ
せ
、
２
月
16
日
（
火
）
か
ら
３
月
15
日
（
月
）

ま
で
、
住
民
税
と
所
得
税
の
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
税
の
申
告
は
、
令
和
３
年
度
の
町
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
保
育
料
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
の
負
担
額

等
の
算
定
資
料
と
な
り
ま

す
。

　
申
告
を
し
な
い
と
、
国

民
健
康
保
険
税
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

保
険
料
の
軽
減
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
や
、
所
得
証

明
書
等
の
発
行
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
期
限
内
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
日
程
（
５
ペ
ー
ジ

参
照
）
の
と
お
り
、
地
区

ご
と
に
相
談
を
受
け
ま
す

の
で
、
必
要
書
類
等
を
ご

持
参
の
う
え
、
役
場
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

住
民
税
・
所
得
税
の

申
告
が
始
ま
り
ま
す

①
農
業
・
営
業
・
不
動
産
収
入
（
地

代
・
家
賃
等
）、
そ
の
他
の
事
業
を

営
む
方

②
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
方

　

◇
給
与
以
外
に
農
業
・
営
業
・
不
動

産
等
の
所
得
が
あ
っ
た
方

　

◇
年
の
途
中
で
会
社
を
退
職
さ
れ
た

方
、
短
期
雇
用
者
な
ど
で
年
末
調

整
を
さ
れ
て
い
な
い
方

　

◇
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
、
寄
附
金
控
除
、
雑
損
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
る
方

③
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
方
（
土
地
・
建

物
等
を
売
っ
た
方
）

④
生
命
保
険
満
期
一
時
金
・
配
当
所
得

等
が
あ
っ
た
方

⑤
公
的
年
金
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
方

　

◇
年
金
以
外
の
所
得
（
給
与
・
農

業
・
不
動
産
な
ど
）
が
あ
る
方

　

◇
他
の
所
得
が
無
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
医
療
費
控
除
、
社
会
保
険
料

控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控

除
を
受
け
る
方

参
考
：
所
得
税
に
お
い
て
は
、
公
的

年
金
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以

下
で
あ
り
、
か
つ
他
の
所
得
金
額
が

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
領

収
書
の
提
出
の
代
わ
り
に
『
医
療
費
控

除
の
明
細
書
（
ま
た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書
）』
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
元
年

分
の
確
定
申
告
ま
で
は
、
従
来
ど
お
り

領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
に
よ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
税
務
署
か
ら
記
載
内
容
の
確

認
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
領
収
書
は
５
年
間
保
存
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
（
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
含
む
）
は
明
細

書
の
添
付
が
必
要
で
す

収
入
が
な
く
て
も
住
民
税
の
申

告
は
必
要
で
す
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①
印
鑑
（
朱
肉
で
押
印
す
る
も
の
）

・
還
付
申
告
の
方
は
本
人
名
義
の
金
融
機
関
名
、
支
店
名
・
口
座
番
号
の
控
え

・
所
得
税
納
税
を
新
た
に
口
座
振
替
に
て
希
望
さ
れ
る
方
は
金
融
機
関
届
出
印

②
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
ま
た
は
申
告
書

 

（
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
る
方
の
み
）

③
本
人
確
認
書
類
（
詳
し
く
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

④
所
得
税
の
確
定
申
告
に
は
利
用
者
識
別
番
号
の
取
得
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
4
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
番
号
を
取
得
済
の
方
は
、
同
じ
番
号
を

引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。）

⑤
令
和
2
年
中
（
令
和
2
年
1
月
1
日
～
令
和
2
年
12
月
31
日
）
の
収
入
が
わ

か
る
書
類

⑥
控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
も
の

　

○
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
等
の
控
除
証
明
書

　

○ 

社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等
）
の
支
払
証
明
書
ま
た
は
領
収
書　

　
　

※
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
証
明
書
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

○ 

医
療
費
控
除
の
明
細
書
ま
た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細

書
（
各
人
ご
と
、
病
院
・
薬
局
ご
と
に
医
療
費
を
記
載
し
た
も
の
）　

　
　

※ 

平
成
29
年
分
か
ら
令
和
2
年
分
は
領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
に
よ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

○
障
害
者
控
除
該
当
の
方
は
障
害
者
手
帳
等

　

○ 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
に
つ
い
て
は
、
次
の
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

・
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証
明
書

　
　
　

・
家
屋
（
土
地
）
の
売
買
契
約
書
（
請
負
契
約
書
）
の
写
し

　
　
　

・
家
屋
（
土
地
）
登
記
事
項
証
明
書
（
登
記
簿
謄
本
）

　
　
　

・
増
改
築
等
工
事
証
明
書
（
増
改
築
の
場
合
の
み
）

　
　
　

・
そ
の
他
特
例
の
適
用
を
受
け
る
た
め
の
証
明
書
等

　
　
　
　

（
認
定
長
期
優
良
住
宅
等
）

　

○
青
色
申
告

　

○
相
続
税・贈
与
税・消
費
税
の
申
告

　

○
令
和
２
年
分
以
外（
過
年
分
）の
申
告

○
譲
渡
所
得
（
土
地
・
建
物
・
株

式
）
に
関
す
る
申
告
（
公
共
工
事

に
伴
う
土
地
譲
渡
は
除
く
）

●�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
み
で
本
人
確
認

が
可
能
で
す
。

●�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
①
お
よ
び
②
の
書
類
で

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

①
『
番
号
』
確
認
書
類

・
通
知
カ
ー
ド

・�

住
民
票
の
写
し
ま
た
は
住
民
票
記
載

事
項
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
が
あ
る
も
の
）

②
『
身
元
』
確
認
書
類

・
運
転
免
許
証

・
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証

・
パ
ス
ポ
ー
ト

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
在
留
カ
ー
ド　

な
ど

※�

な
お
、�

ご
自
宅
か
らｅ
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
送

信
す
れ
ば
、�

本
人
確
認
書
類
の
提
示

ま
た
は
写
し
の
提
出
が
不
要
で
す
。

・
期
間　

　

２
月
16
日（
火
）～
３
月
15
日（
月
）

　

土
、日
お
よ
び
祝
日
を
除
き
ま
す
。

※
還
付
申
告
は
1
月
25
日（
月
）か
ら

・
相
談
受
付　

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
4
時

�

（
提
出
は
午
後
5
時
ま
で
）

・
相
談
開
始　

午
前
9
時
か
ら

※�

申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
を
要
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
相
談
内
容
が
複
雑
な
場

合
は
、
午
後
3
時
頃
ま
で
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
相
談
が
午
後
5
時
を
過

ぎ
る
場
合
は
、
再
度
お
越
し
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

次
の
方
は
真
岡
税
務
署
で
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

申
告
手
続
き
に
は
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
」と「
本
人
確
認
書

類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
」

が
必
要
で
す

真
岡
税
務
署
で
の
確
定
申
告

受
付
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す

申
告
に
必
要
な
も
の
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所得税の確定申告をする方は『利用者識別番号』が必要です。
（番号を取得済の方は同じ番号を引き続きご利用いただけます。） 

『利用者識別番号』の取得には、次の①暗証番号（英小文字と数字を含む８桁以上）②納税用確認番
号（数字６桁）の両方が必要です。下記の例を参考に番号をご用意ください。

●暗証番号（英小文字と数字を含む８桁以上）

★例 k 8 0 m a z 3 5

●納税用確認番号（数字６桁）

★例 7 3 0 0 2 9

※暗証番号は必ず英小文字と数字の両方をご使用ください。
※�昨年の確定申告等で利用者識別番号を取得されている方は、取得済みの番号を引き続きご利用いただ
けますので、暗証番号および納税用確認番号のご用意は不要です。

ご自分で確定申告してみませんかご自分で確定申告してみませんか

  国税庁ホームページ〔http://www.nta.go.jp〕の「確定申告書等作成コーナー」では、画面
の案内に従って金額等を入力すれば税額等が自動計算され、確定申告書を作成することができま
す。作成した確定申告書に必要書類を添付のうえ、税務署（〒321－4391　真岡市荒町5178　
真岡税務署（☎82－2115））に提出してください。申告期間中のみ、役場税務課でお預かりす
ることも出来ます。
【ｅ－Ｔａｘ（イータックス）国税電子申告・納税システム】
　確定申告書をインターネットで送信（申告）するシステムをｅ－Ｔａｘ（イータックス）とい
ます。このシステムを利用するには、パソコン環境・電子証明書（マイナンバーカード）の取
得・ＩＣカードリーダの用意など、事前準備が必要となります。
 「確定申告書等作成コーナー」の操作や確定申告に関するご質問・ご相談は、まずは、国税庁
ホームページで検索・電話にてお問い合わせください。

≪確定申告などに関するお問い合わせ≫
　国税庁ホームページ「確定申告特集」をご覧
ください。
≪ｅ－Ｔａｘ・作成コーナーの操作などに関す
るお問い合わせ≫
「ｅ－Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデスク」
　☎０５７０－０１－５９０１
【受付】月曜日から金曜日の
　　　　午前９時から午後５時
　　　　※祝日、年末年始を除く

～役場・税務署に出向かずに確定申告ができます～
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令和２年分　住民税・所得税 納税相談日程令和２年分　住民税・所得税 納税相談日程

月　日
地　区　名

午前の部（受付時間 ： 8時45分～11時30分） 午後の部（受付時間：1 時～４時）

２　
　
　
　

月

１６日（火） 塩田東、見上（上、下、大峯）、竹内東 塩田西、竹内西

１７日（水） 続谷北、杉山（下、中、宿） 文谷（下、荒地、宿）

１８日（木）田野辺（宿・打越、松ヶ入、山下、中林下、中林上） 田野辺（別府、羽釣、西之内）

１９日（金） 杉山（東、西、入） 大谷津（下、中、上）

２２日（月） 続谷（下、中、上） 文谷上、椎谷（下、上）小貝南団地

２４日（水） 刈生田（下、中、上）、羽仏 予備日／全地区対象

２５日（木） 鴻之宿 赤羽下町

２６日（金） 赤羽上町東 赤羽上町西、向ヶ原

３　
　

月

１日（月） 西宿 中新田、ニュータウン望

２日（火） 美ノ原、登屋原、赤羽団地 上根（中、西）

　３日（水） 石下、ピア・タウン�
上根タンポポ台、つくしヶ丘 上根東、クールヴェール

　４日（木） 多田羅（西原、川向、竹原、本町） 菅之谷、多田羅（本田東、西）、上赤羽（北、中）

　５日（金） 上赤羽（南）、各ホープタウン 予備日／全地区対象

８日（月） 新町 荒宿東、平

９日（火） 本仲之内、仲之内 （前・後）大久保

１０日（水） 東峰崎、前之内 荒宿西、西峰崎、花王城見寮

１１日（木） 古宿上町、藤の木台 村上、駒込

１２日（金） 笹原田 みどりの森、古宿下町

１５日（月） 予備日／全地区対象

○問い合わせ　税務課　☎ 68 － 1112

　下記のとおり、納税相談を 役場１階 多目的ホール で行います。必要な書類をご持参の
うえ、申告会場にお越しください。　　　　　　　　　　　

✿✿ 　納税相談は割り当て地区が優先になります　✿✿

◇ 納税相談における町からのお願い ◇
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、町納税相談会場での３密対策として、混雑時には後
日の来庁などをお願いすることがあります。また、ご来庁される方にはマスクの着用、検温、手
指の消毒などの徹底にご理解とご協力をお願いします。
　万が一、納税相談会場で新型コロナウイルス感染者やクラスターが発生した場合、会場の一時
閉鎖や、納税相談そのものが中止になる場合もあります。
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危険ごみ・有害ごみの分別を徹底してください！危険ごみ・有害ごみの分別を徹底してください！
　近年、収集車の火災やごみ処理施設の火災が多発しており、芳賀地区エ
コステーションでもごみの一部が焼ける火災が発生しております。
　乾電池・充電池（モバイルバッテリー）やスプレー缶・ライターなどの
危険ごみ・有害ごみの不適切な分別は、収集車やごみ処理施設の火災・事
故・人的被害の原因となり、ごみの収集や処理に支障をきたす可能性があ
ります。ごみの徹底した分別について、ご協力をお願いいたします。

危険ごみ・有害ごみの出し方　～その分別、正しいですか？～　

【乾電池】　→　【もえないごみ】

　　使用器具から必ず取り出し、透明な袋に入れて出してください。
　 　取り出しに工具が必要な玩具や、普段あまり意識しないガスコンロ

点火用などによく残っています。出す前に必ず確認してください。

【ボタン電池・充電池（モバイルバッテリー）】　→　【取り扱いできません】

　　収集も直接持込みもできません。
　　販売店などの回収協力店へ持ち込んでください。

【ガスボンベ・スプレー缶】　→　【もえないごみ】

　　使い切ったうえで必ず穴を開けて出してください。
　　ガスが残っていると火災や事故の原因となります。

【使い捨てライター】　→　【もえないごみ】

　　レバーを粘着テープで固定してガスを完全に抜き、透明な袋に入れて出してください。
　　ガスを抜く際には風通しの良い屋外で行い、引火に注意してください。

●問い合わせ　町民くらし課生活環境係　　☎６８―１１１４
　　　　　　　芳賀地区エコステーション　☎８１―１２４４

【不適切事例①】
　ガスコンロの乾電池

【不適切事例②】
　穴を開けていないカセットボンベ



　住民基本台帳ネットワークシステムのメンテナンスに
伴い、住民基本台帳ネットワークシステムを停止いたし
ます。これにより、下記の手続きが行えなくなります。

○停止日：２月 16 日（火）
○利用できないサービス
　・マイナンバーカードの交付・廃止
　・ マイナンバーカードおよび住民基本　

台帳カードの券面事項変更
　・ マイナンバーカードおよび住民基本台帳カードを利用した
　　転入（特例転入）・転出（特例転出）
　・ マイナンバーカードおよび住民基本台帳カードの転入

に伴う継続利用
　・住民票の広域交付
　・ 電子証明書の発行、失効、暗証番号の変更、暗証番号ロッ

ク解除など
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

●問い合わせ　町民くらし課戸籍係　
　　　　　　　☎６８－１１１４

　町では、次のとおり町営住宅の入居
者を募集します。
●募集戸数
　小貝南団地　４戸
●家　　賃
　 入居者の収入および入居する団地に

より家賃を決定します。
●申込受付
　１月26日（火）～2月10日（水）
  （土日祝を除く）
　午前９時～午後５時
●申込方法
　町建設課で配布する「町営住宅入居
申込書」に必要事項を記入のうえ、関
係書類を添えて提出してください。
（入居者は町営住宅入居者選考委員会
により選考します。）
●申し込み・問い合わせ
　建設課建設係　☎６８－１１１７

２月16日（火）は、マイナンバー２月16日（火）は、マイナンバー
カード交付等の手続きができませんカード交付等の手続きができません

町営住宅の入居者を募集
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　毎年２月は『正しい猫の飼い方推進月間』です。
　栃木県では市町や獣医師会と連携し、この月間中、猫の適正飼養の普及啓発を県
下一斉に推進することとしています。猫を飼われている方は、愛猫と幸せに暮らせ
るよう習性を理解し、ルールを守って正しく猫を飼いましょう。

　＊　猫を飼うときは【４Ｓ】で飼いましょう。
　　　　飼養頭数のコントロール（避妊・去勢）、終生飼養、所有者明示、室内飼養
　＊ 『栃木県　猫の適正飼養ガイドライン』について
　　　 　栃木県では、人と猫が共生していくための基本的なルールを示したガイドラインを作成

しています。詳しくは、栃木県動物愛護指導センターのＨＰをご覧ください。
　＊　市貝町犬及び猫避妊手術費補助金について
　 　　 　町では、猫の適正飼養を促すとともに、野良猫の増加を抑制するため、避妊手術（去勢

は除く）の一部補助を実施しております。詳しくは、町民くらし課までお問い合わせくだ
さい。

●問い合わせ　町民くらし課生活環境係　☎６８－１１１４

●野良猫への餌やりしていませんか？
　かわいい、可哀そうというだけの無責任な餌やりは、周辺への迷惑となるだけでなく、飼

い主のいない猫をむやみに増やすことにつながります。無責任な餌やりはやめましょう。
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新型コロナウイルス感染症対策の徹底を！新型コロナウイルス感染症対策の徹底を！

PCR検査等費用助成のお知らせPCR検査等費用助成のお知らせ
　町内において、新型コロナウイルス感染者が増えていることか
ら、住民向けの感染症防止対策として、PCR検査等の費用助成を
行います。
●対象者：①市貝町に住所を有する方
　　　　　②無症状の方（自費でPCR検査等を受けた方）
●助成額：○PCR検査　　  １回あたり上限 10,000円
　　　　　○抗原定量検査　１回あたり上限   3,500円
       　　  ※年度内（3/31まで）２回まで
●実施期間：令和３年１月15日から令和３年３月31日まで
●助成の流れ：①医療機関にPCR検査等の予約をし、受診します。
　　　　　　　②医療機関へ検査料金を支払います。
　　　　　　　③ 以下を持参のうえ、健康福祉課窓口で手続きを行い

ます。
●申請時の持ち物：領収書（原本）、振込先の口座情報、印鑑
●問い合わせ：健康福祉課健康づくり係　
　　　　　　　☎68－1133

熱が出たら・・・
　⇒かかりつけ医へ電話で相談
　⇒または受診・相談センターへ　☎0570－052－092（24時間）

①マスクなしで会話しない
②大人数で食事しない
③人と人との距離を保つ
④手をよく洗う

新型コロナウイルス関連情報
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生涯学習・スポーツ
図書館・歴史民俗資料館

教育・文化・スポーツ

２月の公民館休館日
　１日（月）、８日（月）、１５日（月）、２２日（月）

社会教育施設の利用制限について

農業者トレーニングセンターの耐震改修工事が完了

市貝町長賞メダルのご案内

生涯学習振興大会中止の
お知らせ 　耐震補強のため使用中止としていた農業者トレーニングセンターの

工事がこのたび完了し、12月23日から使用を再開しました。今回の工
事では鉄骨ブレースによる耐震補強を中心に実施したほか、内装の一
部改修を行いました。新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か
ら、再度の利用中止となってしまいましたが、利用が
再開となりましたら、社会体育施設として多くの方に
ご利用いただけるようご来館をお待ちしております。

　町では、スポーツ・芸術・文化活動等において特に
優秀な成績をおさめた町民の方に対し、その功績をた
たえ市貝町長賞メダル（盾）を贈呈しております。
▼贈呈基準について
　町内在住者（市貝町民）が対象となります。
　⒈幼児・小学生・中学生
　　・�県大会等における成績が第１位または同等以上

と認められる方
　　・関東大会以上における成績が顕著である方
　⒉一般および高等学校以上の学生
　　・関東大会以上における成績が顕著な方
　　※�特定の方が参加して行われる大会等は対象とな

りません。
▼対象期間
　令和２年４月から令和３年３月に開催された大会等
▼推薦・申請方法について
　『推薦調書』に必要事項を記載して町中央公民館へ
ご提出ください。

　なお、調書を提出する際には『候補者に関する資料
（大会実施要項、表彰者一覧、トーナメント表、大会
申込書の写し等）』を添付いただく必要があります。
�����期限：１月３０日（土）必着
▼注意事項
⒈　�推薦調書や要綱は町中央公民館窓口にご用意して
あるほか、町ホームページからダウンロードでき
ます。

⒉　�贈呈者は、左記の基準を考慮し、審査委員会にて
決定します。そのため、推薦のあった方が贈呈の
対象とならない場合がありますので、あらかじめ
ご了承ください。

⒊　�調書・添付資料の不備や期限を過ぎての申請は、
推薦を受理しかねる場合がありますのでご注意く
ださい。

▼申し込み・問い合わせ
　町中央公民館　☎６８－００２０

　２月２０日（土）に予
定していました町生涯学
習振興大会は、新型コロ
ナウイルス感染症拡大防
止の観点から中止とさせ
ていただきます。

　施設を利用する場合には、手指の消毒やマスクの着用、
こまめな換気、他の人との十分な距離をとるなど、新型コ
ロナウイルス感染予防対策にご協力をお願いします。

　新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言の発令を受け、下記施設の利用制限を行います。
皆さまにはご迷惑をおかけいたしますが、ご理解・ご協力をお願いいたします。�

施　設　名 制限等の内容
中央公民館・ふれあい館・きら里館・町民ホール 利用制限（一般貸館中止）
農業者トレーニングセンター・勤労者体育センター�
北運動場・町民テニスコート・城見ヶ丘運動公園・武道館 利用中止

入野家住宅 土・日・祝日の内部開放の中止
【期間】「緊急事態宣言」の期間中�
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28

建国記念の日

春分の日

天皇誕生日

月末資料整理日

開館時間　９：３０～１7：3０
●バレンタインチョコプレゼント
日時：２月１４日（日）※なくなり次第終了 
内容： 資料を借りた方に、バレンタイン　　　　

チョコをプレゼントします。チョコがなくなり
次第終了します。�

催し物の予定

顧問一押しの一冊○129
「カカ・ムラド～ナカムラのおじさん～」

ガフワラ／原作　さだ　まさし／訳・文（双葉社）
　令和元年１２月、中村哲医師は支援先のアフガニスタ　令和元年１２月、中村哲医師は支援先のアフガニスタ
ンで銃撃され亡くなりました。日本ではニュースでも報ンで銃撃され亡くなりました。日本ではニュースでも報
道されましたが、この本は、中村さんに助けてもらった道されましたが、この本は、中村さんに助けてもらった
ことを後世に語り継ぐために、アフガニスタンで２冊のことを後世に語り継ぐために、アフガニスタンで２冊の
絵本にして出版し、その功績を事実にもとづき描いた絵本にして出版し、その功績を事実にもとづき描いた
創作です。中村さんの実際の歩みは、物語に負けない創作です。中村さんの実際の歩みは、物語に負けない
ほど希望と人間味に溢れています。彼の描いた緑の大ほど希望と人間味に溢れています。彼の描いた緑の大
地が、子どもたちの夢と希望にあふれた大地になります地が、子どもたちの夢と希望にあふれた大地になります
ように祈るばかりです。ように祈るばかりです。

緊急事態宣言に伴う図書館の利用制限について
　これまで感染症予防対策を行いながらサービスを続
けておりましたが、栃木県が緊急事態宣言の対象地域
となったことを受け、当面の間（緊急事態宣言期間中）
以下の対応を行うことになりました。ご不便をおかけ
いたしますがご理解とご協力をお願いいたします。

・イベントの中止
・図書館の利用は市貝町民限定
 （町外の方は返却と予約資料の受け渡しのみ）
・自由席（新聞・雑誌コーナーほか）の利用不可
 （２階指定席は最大２時間まで利用可能です。カウ
　ンターで受付をお願いします）

引き続きご利用いただけないサービス
・飲食スペースの利用
・視聴覚資料の館内視聴
・検索端末（OPAC）、利用者用端末（PC）の利用
・複写（コピー）サービスの利用

　２０２０年１月～１２月の期間、市貝図書館でたくさん
借りられた本を紹介します。まだ読んだことがない本
がありましたら、ぜひ借りてみてください。
※貸出回数が同数の場合は同順位
【一般書】
　１位　「線は、僕を描く」� 砥上　裕將／著（講談社）
　２位　「クスノキの番人」

東野　圭吾／著（実業之日本社）
　　　　「ノースライト」横山　秀夫／著（新潮社）
　３位　「希望の糸」� 東野　圭吾／著（講談社）
【児童書】
　１位　「おりがみでおはなやさん」

いまい　みさ／著（毎日新聞社）
　２位　「ノラネコぐんだんカレーライス」

工藤　ノリコ／著（白泉社）
　「おしりたんてい　ププッレインボーダイヤをさがせ！」

　トロル／さく　え（ポプラ社）
　３位　「しずくちゃん㉚」　

ぎぼ　りつこ／作　絵（岩崎書店）
　　　　「アレルギーのサバイバル②」

ゴムドリCO.／文（朝日新聞出版）

 ●しょうちゃんコレクションが新しくなります

●市貝図書館ベストランキング

　毎回好評をいただいている、当館顧問のしょうちゃんコレ
クションが新しくなります。　
　今回のテーマは「マッチラベル・たばこラベル展」です。小
さなパッケージの中で、それぞれの歴史が感じられます。お
すすめは、全種類揃った「東海道五十三次」のマッチラベル
です。市貝町政施行１０周年記念たばこのラベルもあります。
　入口左側のしょうちゃん専用ショーケースにご注目くださ
い。あなたのお気に入りがきっ
と見つかるはずです。

　【問い合わせ：市貝図書館　☎６８－４３８０】
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南
に
下
り
、
給
部
に

至
り
、本
郡
に
入
り
、

以
下
文
谷
、
市
塙
、

七
井
、
益
子
（
以
下

略
）」
と
記
し
て
い

ま
す
。
流
域
に
は
間

違
い
が
あ
り
ま
す
。

芳
賀
町
の
給
部
か
ら

峰
を
越
え
て
文
谷
に

流
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
現
に
流

れ
て
い
ま
せ
ん
。『
栃
木
縣
史
』（
昭
和
８
年
刊
）
の
記
載

も
こ
れ
に
準
じ
て
い
ま
す
が
、
共
通
す
る
の
が
「
鴻
野
山
」

を
水
源
地
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
水
源
地
は
河
川
の
最

も
長
い
流
域
を
本
流
と
し
ま
す
か
ら
、
鴻
野
山
を
水
源
地

と
す
る
大
川
が
本
来
の
小
貝
川
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
上
記
の
上
根
村
等
を

除
く
小
貝
川
流
域
の
村
々
は
、
小
貝
川
の
水
源
地
を
大
谷

津
村
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
杉
山
村
、
文
谷
村
し
か
り
、

下
流
の
益
子
村
、
生
田
目
村
（
共
に
益
子
町
）
は
「
三

等
川
ト
ス
。
水
源
は
当
国
芳
賀
郡
大
谷
津
村
ニ
発
シ
」
と

いっ
た
表
現
で
す
。
ひ
な
形
が
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
小
貝
村
の
誕
生
が
小
貝

川
の
水
源
地
を
大
谷
津
村
と
し
、
本
来
の
流
域
を
意
図
的

に
変
え
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
強
い
て
言
え
ば
、
小

貝
村
の
誕
生
が
小
貝
川
を
小
貝
村
に
取
り
込
ん
だ
の
で
す
。

執
筆
　
関
澤
　
昇
　
挿
絵
　
鈴
木
　
宏

　

２
年
間
に
わ
た
って
連
載
し
て
き
ま
し
た
コ
ラ
ム
「
市

貝
町
の
地
名
と
歴
史
」
は
今
回
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

  
コ
ラ
ム

コ
ラ
ム市

貝
町
の
地
名

市
貝
町
の
地
名
と
歴
史

と
歴
史
2222

  

小
貝
村

小
貝
村  
（
こ
か
い
む
ら
）
２

（
こ
か
い
む
ら
）
２

　　

小
貝
中
央
小
学
校
跡
地
に
校
歌
を
刻
ん
だ
碑
が
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
歌
詞
に
「
稔
り
ゆ
た
か
に
峡か
い
の
野
を　

う

る
お
し
か
お
る
小
貝
川　

瀬
の
音
冴
え
る
み
な
も
と
を
」

と
あ
り
、
小
貝
川
は
愛
着
を
も
っ
て
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い

た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
小
貝
川
に
つい
て
探
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

水
源
地
は
旧
南
那
須
町
の
鴻こ
う

野の

山や
ま

（
沼
）、
ま
た
、
市

貝
町
の
大
谷
津
（
小
川
原
溜
・
小
貝
沼
）
な
ど
の
記
載
が

あ
り
、
流
域
は
大
川
と
小
貝
川
の
二
つ
に
分
か
れ
て
存
在
し

ま
す
。

　

明
治
政
府
は
明
治
５
年
か
ら
皇
国
（
天
皇
が
納
め
る
国
）

の
地
誌
編
集
に
着
手
し
ま
し
た
。
そ
の
資
料
の
一
つ
「
上

根
村
地
誌
編
集
材
料
取
調
書
」（
明
治
18
年
）
は
、
小
貝

川
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。「
水
源
本
国
塩

谷
郡
鴻
ノ
山
村
沼
ヨ
リ
発
シ
福
岡
・
八
ガ
代
・
柏
崎
・
給
部
・

両
稲
毛
田
ノ
数
村
ヲ
経
テ
本
村
字
関
場
ニ
入
、（
中
略
）
字

ブ
タ
イ
ニ
至
リ
、
本
郡
多
田
羅
村
ト
本
村
ノ
村
境
ヲ
ナ
ス
川

ニ
入
ル
。
小
貝
川
ト
言
ウ
」。
流
域
に
沿
う
給
部
村
、
上

稲
毛
田
村
、
稲
毛
田
村
等
も
こ
れ
に
準
じ
て
い
ま
す
。
現

在
、上
根
の
大
川
に
架
か
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
は
「
小
貝
橋
」

（
明
治
23
年
）、
下
流
に
設
け
ら
れ
た
堰
は
「
小
貝
川
篭か
ご

堰ぜ
き

」で
す
。
古
老
が
伝
え
る「
元
は
大
川
が
小
貝
川
だ
っ
た
」

の
根
拠
は
、
こ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

吉
田
東
伍
著
『
大
日
本
地
名
辞
書
（
坂
東
）』（
明
治

40
年
刊
）
は
小
貝
川
に
つい
て
、「
那
須
郡
鴻
之
山
の
野
水
、

小貝中央小学校跡地

●問い合わせ　総務課消防交通係 ☎68－1111

防災行政無線を用いた防災行政無線を用いた情報伝達試験の実施情報伝達試験の実施
　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達試験を行います。この試験は、
全国瞬時警報システム（Ｊアラート）（※）を用いたもので、市貝町以外の地域でも様々な手段を
用いて情報伝達試験が行われます。

（１）試験実施日時　２月17日（水）�午前11時頃
（２）試験で行う放送内容

情報伝達手段 放送内容

防災行政無線

　町内に設置してある防災行政無線から、一斉に、次のように放送されます。
【放送内容】
（上りチャイム音）＋「これは、J アラートのテストです。」×３
　　　　　　　　 ＋「こちらは、ぼうさいいちかいです。」（下りチャイム音）

※�Ｊアラートとは、地震・津波や武力
攻撃などの緊急情報を、国から人工
衛星などを通じて瞬時にお伝えする
システムです。



13
3.1.25

　

２
月
４
日
は
「
世
界
対
が
ん
デ
ー
」

で
す
。
が
ん
へ
の
意
識
向
上
と
予
防
、

発
見
、
治
療
の
取
り
組
み
を
促
す
た
め

に
、
国
際
対
が
ん
連
合
（
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）

が
、
毎
年
２
月
４
日
を
「
世
界
対
が
ん

デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
昭
和
56
年
以
降
、
が
ん
が

死
因
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
お
り
、
平

成
30
年
に
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
人
は

37
万
３
、
５
８
４
人
で
、
死
亡
総
数
の

27
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

が
ん
の
死
亡
率
を
臓
器
別
に
見
て
み

る
と
、
男
性
で
は
１
位
肺
が
ん
、
２
位

胃
が
ん
、
３
位
大
腸
が
ん
と
な
っ
て
い

ま
す
。
肺
が
ん
で
亡
く
な
る
方
の
割
合

が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
70
歳
以
上
の

高
齢
者
で
増
加
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

女
性
で
は
１
位
大
腸
が
ん
、
２
位
肺

が
ん
、
３
位
胃
が
ん
と
な
っ
て
い
ま

す
。
乳
が
ん
で
は
、
50
代
か
ら
60
代
の

壮
年
期
で
亡
く
な
る
方
の
増
加
が
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
は
日
頃
の
生
活
習
慣
で
予
防
で

き
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
元
気
に

がんにがんに
ならないならない
生活習慣生活習慣

（406）

楽
し
く
長
生
き
す
る
た
め
に
、
が
ん
研

究
振
興
財
団
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る

「
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
新
12
か
条
」
を

参
考
に
、
日
常
生
活
の
中
で
も
予
防
を

意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
条　

た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

２
条　

�

他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で
き
る

だ
け
避
け
る

３
条　

お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

４
条　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

５
条　

塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

６
条　

�
野
菜
や
果
物
は
不
足
に
な
ら
な

い
よ
う
に　

７
条　

適
度
に
運
動

８
条　

適
切
な
体
重
維
持

９
条　

�

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予
防

と
治
療

10
条　

�

定
期
的
な
が
ん
検
診
を

11
条　

�

身
体
の
異
常
に
気
が
付
い
た

ら
、
す
ぐ
に
受
診
を

12
条　

�

正
し
い
が
ん
情
報
で
が
ん
を
知

る
こ
と
か
ら

　

成
人
の
日
は
、
大
人
に
な
っ
た
こ
と

を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る

青
年
を
祝
い
励
ま
す
た
め
に
、
国
民
の

祝
日
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
当
町

で
は
、
新
成
人
の
自
主
企
画
に
よ
る

「
二
十
歳
の
集
い
」
と
な
り
、
感
染
防

止
に
万
全
を
尽
く
し
て
の
開
催
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
異
な
り
、
鼻
の

奥
で
は
な
く
、
舌
の
上
（
唾
液
腺
の
上

皮
細
胞
）
で
増
殖
す
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
た
の
で
、
舌
の
先
の
摩
擦
で
こ
と

ば
を
発
す
る
会
話
を
控
え
る
こ
と
、
舌

音
の
発
生
に
伴
い
、
空
中
に
飛
び
散
る

水
滴
を
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に
距
離
を

し
っ
か
り
取
る
こ
と
、
さ
ら
に
ウ
イ
ル

ス
の
特
徴
で
あ
る
リ
ボ
核
酸
を
持
っ
て

い
な
い
こ
と
を
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
証
明
す

る
こ
と
な
ど
、
喜
び
を
旧
友
と
分
か
ち

合
い
た
い
と
期
待
し
参
加
す
る
新
成
人

に
と
っ
て
は
、
酷
な
条
件
を
提
示
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

成
人
の
日
に
は
、
女
子
は
髪
上
げ
、

男
子
は
烏
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
役
割
は
村
の
有
力
者
が
担
い
、

「
え
ぼ
し
親
」
と
な
っ
て
、
両
親
に
代

わ
り
生
涯
の
世
話
を
し
ま
し
た
。
二
宮

金
次
郎
の
親
は
病
弱
で
し
た
が
、
え
ぼ

し
親
が
代
わ
っ
て
学
業
や
就
職
の
面
倒

を
み
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
が
皆

さ
ん
の
え
ぼ
し
親
に
な
る
と
伝
え
る
と

と
も
に
、
社
会
人
と
し
て
、
ま
っ
す
ぐ

に
正
直
に
勤
め
る
こ
と
が
信
頼
に
つ
な

が
る
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
朝
に
は
今
日
一
日
、
自

分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
課
題
に
挑
戦

で
き
る
よ
う
祈
り
、
夕
に
は
、
与
え
て

く
れ
た
喜
び
に
感
謝
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
欲
し
い
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
集
い
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
す
れ

ば
、
安
心
し
て
人
と
人
と
が
触
れ
合
い

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
ま
し
た
。
人
体
に
宿
っ
た
ウ
イ
ル
ス

の
体
の
一
片
で
あ
る
核
酸
を
見
つ
け
出

し
、
増
殖
を
止
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
高
齢
者
の
魂
の
喜
び
を
引
き
出
す

ケ
ア
の
仕
事
に
就
か
れ
て
い
る
方
や
、

子
ど
も
の
人
格
の
す
こ
や
か
な
成
長
を

助
け
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
人
、
ま

た
、
ウ
イ
ル
ス
の
存
在
を
身
近
に
感
じ
、

不
安
な
日
々
を
送
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
々
に
対
し
て
、
町
が
無
償
で
検
査

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
助
成
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
下
さ
い
。
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初
打
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や
シ
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子
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の
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田
野
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翠

冬
至
過
ぎ
て
梢
の
声
を
一
人
聴
く�
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羽　

塩
田　

廸
子

春
燐
ネ
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ル
ア
ー
ト
の
柄
思
案�

赤　

羽　

小
塙　
　

斉

万
感
の
願
い
叶
え
る
冬
銀
河�

上　

根　

上
山
貴
代
子

転
ん
で
も
子
等
や
楽
し
む
初
氷�

大
谷
津　

星
野　

妙
子

天
満
宮
か
や
の
輪
く
ぐ
り
コ
ロ
ナ
追
い�

刈
生
田　

渡
辺　

時
夫

ゆ
っ
く
り
と
八
十
路
の
坂
を
の
ぼ
る
春�

市　

塙　

髙
木　

正
子

初
日
の
出
朱
に
染
ま
り
た
る
水
平
線�

赤　

羽　

小
塙　

翠
梢

薪
割
る
や
我
と
遊
ぶ
か
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ�
市　

塙　

豊
田　

功
剣

初
詣
で
老
ひ
も
若
き
も
願
い
事�
杉　

山　

大
根
田
芳
江

冬
の
星
脳
天
を
突
く
ラ
・
カ
ン
パ
ネ
ラ�
多
田
羅　

苅
部　

眞
一

庭
先
の
ふ
と
気
付
き
た
り
枇
杷
の
花�

赤　

羽　

園
部　

弘
子

水
仙
や
甘
い
香
り
の
散
歩
道�

上　

根　

谷
口　

弘
子

お
年
玉
孫
の
笑
顔
の
手
に
あ
り
し�

続　

谷　

軽
部　

悦
子

健
康
の
二ふた
文
字
願
ふ
初
日
の
出�

赤　

羽　

永
山　

青
楓

ブ
ラ
ン
コ
や
ひ
っ
そ
り
静
か
に
春
を
待
つ�

上　

根　

菅
原　

節
秋

マ
ス
ク
し
て
無
言
で
交
わ
す
コ
ロ
ナ
か
な�

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

賀
状
な
ら
ウ
ィ
ル
ス
も
な
い
ご
あ
い
さ
つ�

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

蝉
氷
踏
む
が
如
く
に
抱いだ
く
吾
子�

市　

塙　

佐
藤　

幸
子

炬
燵
出
し
動
け
ぬ
所
に
足
集
う�

市　

塙　

髙
木
マ
サ
子

七
草
の
粥
に
溶
け
込
む
餅
ひ
と
つ�

杉　

山　

髙
木　

昭
一

　

短　

  

歌　

 

赤　

羽　

関
澤　

幸
夫　

選

赤　

羽　

藤
平　

光み
つ
あ
き��

男
体
は
朝
日
仰
ぎ
て
朱
色
な
り
染
ま
り
し
麦
は
黄
よ
り
緑
に

　

市　

塙　

永
嶋　

静
江

昭
和
歌
何
度
聞
い
て
も
聞
き
あ
き
ず
軍
歌
を
聴
け
ば
涙
止
ま
ら
ず

　

市　

塙　

仲
山
美
代
子

八
人
の
曾
孫
の
成
長
楽
し
み
な
九
十
三
歳
迎
え
嬉
し
き

　

石　

下　

片
岡
シ
ヅ
ヱ

コ
ロ
ナ
禍
へ
ア
ク
リ
ル
板
に
囲
わ
れ
て
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
確し
か
と
伝
え
る

　

市　

塙　

木
村　

久
子

月
照
り
て
路
肩
群
が
る
枯か

れ
薄す
す
き行
き
交
う
車
の
風
に
さ
さ
や
く

　

赤　

羽　

石
川　

文
治

海う
な

原ば
ら

に
馳は

せ
る
思
い
の
遠
き
国
未
知
の
波は

濤と
う

が
岸
に
寄
せ
来
る

市　

塙　

豊
田　

功
剣

コ
ロ
ナ
禍
で
親
類
来
ぬ
と
電
話
あ
り
お
せ
ち
も
手
抜
き
ひ
と
り
酒
つ
ぐ

椎　

谷　

小
堀　

宮
子

来
し
方
は
平
凡
な
れ
ど
ま
ず
ま
ず
と
思
ひ
つ
つ
夫
の
車
椅
子
押
す

　

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

ウ
イ
ル
ス
に
負
け
ぬ
気
持
ち
で
日
々
過
ご
す
欠
か
さ
ず
に
す
る
手
洗
除
菌

　

上　

根　

菅
原　

節
秋

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
み
し
く
迎
え
し
新
年
の
黒
ま
め
つ
つ
く
寡
黙
の
お
膳

　

上　

根　

鈴
木　

政
明

槍
の
ご
と
天
に
向
か
い
て
伸
び
ゆ
け
る
ネ
ギ
の
若
葉
に
命
み
な
ぎ
る

　

赤　

羽　

五
月
女　

修

吾
子
二
人
が
家
庭
を
持
ち
し
年
の
瀬
に
我
が
派
遣
の
仕
事
変
わ
れ
り

　

市　

塙　

髙
木　

眞
佐

新
年
を
迎
え
コ
ロ
ナ
に
ビ
ク
つ
か
ぬ
穏
や
か
な
日
々
祈
り
つ
つ
待
つ
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情報
交 差 点

令
和
３
年
度　

市
貝
温

泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー

無
料
招
待
券
に
つ
い
て

３
町
合
同
就
職
面
接
会

中
止
の
お
知
ら
せ

　

令
和
３
年
度
分
「
市
貝
温
泉

健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
無
料
招
待

券
」
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
対
象
者

　

�

令
和
３
年
４
月
１
日
時
点
で

70
歳
以
上
の
方
（
昭
和
26
年

４
月
１
日
以
前
に
お
生
ま
れ

の
方
）

▼
申
請
方
法

①��

自
治
会
に
加
入
の
方
は
、
回

覧
で
申
込
書
が
回
り
ま
す
の

で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

市
貝
温
泉
健
康
保
養
セ
ン

タ
ー
受
付
に
て
申
込
書
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

窓
口
に
て
申
込
書
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

申
し
込
み
は
毎
年
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
令
和
２
年
度

分
（
今
年
度
分
）
を
交
付
さ

れ
た
方
も
希
望
す
る
場
合
に

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
３
３

　

２
月
３
日
（
水
）
に
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
「
市
貝

町
・
益
子
町
・
茂
木
町
合
同
就

職
面
接
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
緊

急
事
態
宣
言
の
発
令
に
伴
い
、

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
振
興
課
商
工
観
光
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
８

善
意
を
あ
り
が
と
う

▼
町
建
設
業
組
合　

様

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め　

検
温
器
１
台

▼
高
木
電
気
商
会

代
表　

髙
松　

隆
之　

様

▼
齊
藤　

明　

様

　

役
場
、
中
央
公
民
館
、
道
の

駅
「
サ
シ
バ
の
里
い
ち
か
い
」
、

市
貝
温
泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー

に
門
松

　

小
・
中
学
校
、
保
育
所
へ

　

発
熱
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド　

　

１
，
０
０
０
枚



　

俳　

 

句　

 

杉　

山　

髙
木　

昭
一　

選

初
打
ち
や
シ
ャ
ト
ル
に「
コ
ロ
ナ
」書
き
込
み
て�

上　

根　

星　
　

君
子

置
き
ざ
り
の
藁
ぼ
っ
ち
の
影
な
が
な
が
と�

田
野
辺　

雅　
　

翠

冬
至
過
ぎ
て
梢
の
声
を
一
人
聴
く�

赤　

羽　

塩
田　

廸
子

春
燐
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
の
柄
思
案�

赤　

羽　

小
塙　
　

斉

万
感
の
願
い
叶
え
る
冬
銀
河�

上　

根　

上
山
貴
代
子

転
ん
で
も
子
等
や
楽
し
む
初
氷�

大
谷
津　

星
野　

妙
子

天
満
宮
か
や
の
輪
く
ぐ
り
コ
ロ
ナ
追
い�

刈
生
田　

渡
辺　

時
夫

ゆ
っ
く
り
と
八
十
路
の
坂
を
の
ぼ
る
春�

市　

塙　

髙
木　

正
子

初
日
の
出
朱
に
染
ま
り
た
る
水
平
線�

赤　

羽　

小
塙　

翠
梢

薪
割
る
や
我
と
遊
ぶ
か
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ�

市　

塙　

豊
田　

功
剣

初
詣
で
老
ひ
も
若
き
も
願
い
事�

杉　

山　

大
根
田
芳
江

冬
の
星
脳
天
を
突
く
ラ
・
カ
ン
パ
ネ
ラ�

多
田
羅　

苅
部　

眞
一

庭
先
の
ふ
と
気
付
き
た
り
枇
杷
の
花�

赤　

羽　

園
部　

弘
子

水
仙
や
甘
い
香
り
の
散
歩
道�

上　

根　

谷
口　

弘
子

お
年
玉
孫
の
笑
顔
の
手
に
あ
り
し�

続　

谷　

軽
部　

悦
子

健
康
の
二ふた
文
字
願
ふ
初
日
の
出�

赤　

羽　

永
山　

青
楓

ブ
ラ
ン
コ
や
ひ
っ
そ
り
静
か
に
春
を
待
つ�

上　

根　

菅
原　

節
秋

マ
ス
ク
し
て
無
言
で
交
わ
す
コ
ロ
ナ
か
な�

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

賀
状
な
ら
ウ
ィ
ル
ス
も
な
い
ご
あ
い
さ
つ�

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

蝉
氷
踏
む
が
如
く
に
抱いだ
く
吾
子�

市　

塙　

佐
藤　

幸
子

炬
燵
出
し
動
け
ぬ
所
に
足
集
う�

市　

塙　

髙
木
マ
サ
子

七
草
の
粥
に
溶
け
込
む
餅
ひ
と
つ�

杉　

山　

髙
木　

昭
一

　

川　
　

柳 

「
姿
」 

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵　

選

海
女
さ
ん
の
囲
炉
裏
囲
ん
で
姿
焼
き�

石　

下　

片
岡
シ
ヅ
ヱ

ウ
イ
ン
ド
ゥ
に
映
る
仕
草
は
実
年
齢�

上　

根　

上
山
貴
代
子

見
え
な
い
が
お
か
え
り
の
声
母
の
声�

田
野
辺　

國
井　

弘
子

こ
の
姿
年
始
に
添
え
た
シ
ク
ラ
メ
ン�

杉　

山　

大
根
田
芳
江

姿
見
に
写
す
晴
着
の
成
人
者�

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

落
鮎
を
串
で
躍
ら
す
姿
焼
き�

赤　

羽　

小
塙　
　

斉

六
十
路
だ
が
ウ
エ
ス
ト
だ
け
は
成
長
期�

　

市　

塙　

佐
藤　

幸
子

顔
か
た
ち
後
姿
も
親
ゆ
ず
り�

���

上　

根　

菅
原　

節
秋

姿
見
に
タ
テ
ヨ
コ
妻
は
収
ま
ら
ず�

市　

塙　

荒
井　

目
山

コ
ロ
ナ
禍
に
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
用
済
ま
せ�

市　

塙　

園
部　

浩
子

里
帰
り
老
ひ
ぬ
姿
の
遺
影
か
な�

多
田
羅　

苅
部　

眞
一

手
足
と
眼
ぴ
た
り
合
わ
せ
る
北
兵
士�

　

杉　

山　

髙
木　

昭
一

密
を
避
け
鳥
居
を
く
ぐ
り
姿
無
し�

市　

塙　

高
木　

眞
佐

家
族
み
な
内
神
様
に
手
を
合
わ
す�

市　

塙　

豊
田　

功
剣

蟹がに
股また
の
歩
く
姿
は
母
ゆ
ず
り�

　

市　

塙　

永
嶋　

静
江

役
柄
に
面
を
付
け
ら
れ
踊
り
ま
す�

石　

下　

馬
込　

滋
紀

姿
見
ず
話
し
た
人
は
夢
う
つ
つ�

文　

谷　

薄
根
ミ
チ
子

勇
ま
し
い
牛
の
姿
形
を
参
拝
し�

赤　

羽　

園
部　

弘
子

孫
成
人
後
ろ
姿
は
母
ゆ
ず
り�

刈
生
田　

渡
辺　

時
雄

姿
に
は
山
坂
越
え
た
魅
力
あ
り�

赤　

羽　

石
川　

文
治

優
し
さ
と
強
さ
が
母
の
背
な
に
あ
る�

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

題
予
告�

三
月
「
古
着
」
四
月
「
祝
い
」
締
切
り
は
毎
月
五
日
で
す
。
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町の人口
1 月１日現在

　男	 5,997		（6,004）

　女	 5,686	（5,730）

　計	 11,683	（11,734）

世帯数	 4,536	（4,490）

（	）内は昨年の同月

〔住民基本台帳〕

十
二
月
受
付
分

出
　
生�　
（
敬
称
略
）

住
所　

  

氏　

名　

  

保
護
者
名

続
谷　

髙
德　

奏か
な

多た　

哲　

也

未　

紗

赤
羽　

新
田
空あ

依い

斗と　

和　

也

由　

利

赤
羽　

岩
崎　

七な

な々　

安　

孝

京　

子

続
谷　

軽
部　

椋
り
ょ
う

太た　

佑　

介

裕　

子

（
敬
称
略
）

 

住 

所　

    

氏　

名　
　

年
齢

市　

塙　

小
峰　

直
子　

66
歳

田
野
辺　

大
畑　

英
雄　

73
歳

杉　

山　

川
上　

ア
イ　

94
歳

赤　

羽　

岩
崎　

キ
ヨ　

91
歳

市　

塙　

刑
部　
　

均　

85
歳

田
野
辺　

菊
地　

久
子　

70
歳

婚 

姻�　

 

（
敬
称
略
）

　

住　

所　

    

氏　

名

　

刈
生
田　

川　

又　

洋　

介

　
宇
都
宮
市　

岩　

㟢　

有
理
倭

杉　

山　

平
野　

ミ
キ　

96
歳

市　

塙　

郷
間　

新
一　

90
歳

赤　

羽　

石
川
ト
シ
子　

68
歳

大
谷
津　

菅
俣　

二
郎　

94
歳

令和３年度  市貝町会計年度任用職員募集
　町では、下記のとおり会計年度任用職員を募集
します。
◆募集職種

職　種 勤務先 募集
人員 報　酬

学習指導助手 小中学校 1 189,193円～／月額
教育相談指導員 中央公民館 1 101,912円～／月額
特別支援教育補助員 中学校 1 8,276円／日額
調理員 中学校 1 6,719円／日額

◆勤務条件
・任用期間　令和3年4月1日から令和4年3月31日
・諸 手 当　通勤手当、期末手当、時間外勤務手当
・休　　日　�週休日（原則として土・日曜日）、祝日、
　　　　　　年末年始
　※職種や勤務場所等によって異なる場合があります
・休　暇　年次有給休暇、特別休暇
・保険等　�健康保険、厚生年金保険、雇用保険
◆申込手続き
・�市貝町会計年度任用職員選考申込書を役場総務
課まで提出してください。

　※�資格が必要な職種は、資格を証明する書類の写し
を添付してください。

　※�申込書は、役場総務課で配布するほか、町ホーム
ページからダウンロードできます。

・受付期間　1月25日（月）～2月10日（水）
　※午前8時30分～午後5時15分（土・日・祝日を除く）
◆選考方法
・書類審査および面接試験
　※�面接試験の日時および会場は、受付期間終了後に
ご連絡いたします。

◆問い合わせ・申し込み　
　総務課庶務係　☎６８－１１１１
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問
い
合
わ
せ

市
貝
町

防
災
行
政
メ
ー
ル
の

登
録
は
こ
ち
ら
か
ら

防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
聞
き
取
れ
な
か
っ

た
と
き
に
は

 

☎
６
８
―
２
３
６
６
（
ニ
サ
ン
ガ
ロ
ク
ロ
ク
）

総
務
課
消
防
交
通
係  

☎（
６
８
）１
１
１
１

　町内の全ての古墳をパネルで紹介するととも
に、古墳から出土した遺物を展示します。
●開催時期
　2月13日（土）～
　3月28日（日）
　※開館時間・休館日
　　は図書館と同じ。

●場　　所　
　町立歴史民俗資料館
　(町立図書館内)

●問い合わせ　中央公民館　☎68－0020

　新型コロナウイルスの新規感染者が増加してきたことから、栃木県にも緊急事態宣
言が発令されました。町民の皆さまにも、感染拡大を防止するため、次の取り組みに
ご協力ください。

 ◦ マスクの着用、換気をはじめ、３密（密閉、密集、密接）の回避や手洗いなど、
基本的な感染防止対策の徹底

◦感染リスクが高まる「５つの場面」（※）での注意
　※ ①飲食を伴う懇親会等②大人数や長時間におよぶ飲食③マスク無しでの会話　　　　
　　④狭い空間での共同生活⑤居場所の切り替わり
◦体調が悪い場合は、仕事は休む
◦施設に応じた感染防止対策の徹底が行われていない場所への外出を避ける
◦外出時は、感染のリスクを避ける行動をとる
◦ハイリスク者（高齢者、基礎疾患を有する方）は上記取組を特に徹底

◦ 業種ごとの感染拡大予防ガイドラインの徹底等、感染拡大防止のための適切な取組
◦「新型コロナ感染防止対策取組宣言」の実施
◦  「出勤者数の 7 割削減」を目指すことも含め接触機会の低減に向け、テレワー

ク等の制度活用の推進、オンラインビジネスの推奨
◦事業の継続に必要な場合を除き、20 時以降の勤務の抑制

県民の皆さまへのお願い（特措法第24条第９項）

事業者の皆さまへのお願い（特措法第24条第９項）

歴史民俗資料館第42回企画展歴史民俗資料館第42回企画展

「古墳時代の市貝町」「古墳時代の市貝町」
PickUp!PickUp!

444

お父さん　渡辺　好也さん　お母さん　由美さん（みどりの森）
お父さん　平野　賢一さん　お母さん　友美さん（大谷津中）　

　偶然にも同じ日に生まれた二人。一緒に公園やお家で
遊んだり仲良し☆ママとパパ達は、二人が遊んでいる姿
を見ると癒されます。これからも仲良しでいてね。

お母さんのひと言

平野 平野 世世
せいせい

來來
らら

ちゃんちゃん
（２歳）（２歳）

渡辺 渡辺 雄雄
ゆうゆう

介介
すけすけ

ちゃんちゃん
（２歳）（２歳）

★★ 刈生田古墳出土遺物の 刈生田古墳出土遺物の
双龍文環頭大刀把頭双龍文環頭大刀把頭

（そうりゅうもんかんとうた（そうりゅうもんかんとうた
ちつかがしら）ちつかがしら）・喰出鐔・喰出鐔

  （はみだしつば）  （はみだしつば）

★★ 石下古墳出土遺物 石下古墳出土遺物
の轡の轡（くつわ）（くつわ）

栃木県に緊急事態宣言発令中　　　　栃木県に緊急事態宣言発令中　　　　

※栃木県ホームページより引用

令和３年1月14日（木）から
令和３年２月７日（日）まで


